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1　は　じ　め　に

米を始めとして農産物の過剰基調が続き．生産物価格は

低迷しており，また，諸外国からの自由化要求や国民の国

際価格などへの意識が強まるなど国内外の諸情勢は急激に

変化している。このため，稲作を中心として低コスト化が

問題となっているはか，産地間兢争に対処していくために

は，経営コストを把握し，経常の効率化によるコストの低

減を図らなければならない。

しかし．この農産物の生産コストを算出するためには，

生産費に関する一定の知識並びに約束事項によって調査を

行い．繁雑で時間のかかる計算過程を踏まなければならな

い。このため，普及現場から簡易に生産費を集計・分析で

きる手法が求められている。

そこで，パーソナルコンピュータを利用して，繁雑な計

算過程を簡略にし，生産費を計算するシステム「コストく

ん」を開発した。

2　「コストくん」の概要

（1）「コストくん」の機能

「コストくん」は，従来，時間のかかった減価償却費や

資本利子などの計算を自動化し．生産費を簡易，正確そし

て迅速に計算するシステムである。

このシステムは，栽培面積・生産量等の初期条件，そし

て使用資材の数量・単価などの項目を入力するだけで．10

a当り生産費，生産単位当り生産費を自動的に計算するも

のである。また，朋別労働時間を入力するだけで，月別労

働時間・年間労働時間を家族・雇用労働別に集計する○

このシステムで生産費が計算できる作目は．水稲・麦類・

豆類などの鍬軋野菜，矧臥工芸作物などの排種部門に

限られ，畜産物の生産費は計算できない。

また．このシステムの生産費計算は農林水産省統計情報

部が実施している方法であり，全国農業協同組合中央会，

全国農業会議所の生産費調査の方法には対応していない0

（2）システムの特長

システムの主な特長は次のとおりである。

①本システム独自のメニューを使用しており，操作が

簡単で，本システムに利用している統合型ソフトや生産費

の計算に慣れていない人でも利用できる。

②計算処理を自動化し，効率的に入力・出力ができる。

③任意の基準数値を入力することにより，その数値と

の標準比較ができる。

④費用合計に対する費目構成比，費目順位，費目構成

比円グラフ．費用標準値比較グラフを画面表示・プリンタ

出力する。

（3）使用機器の構成

基本的な機器の構成は，①NEC PC－9801シリーズ

のコンピュータ本体，②ディスプレイ，③プリンタで，メ

モリは512キロバイト以上を必要とする。なお，このシス

テムは市販の統合型ソフト「Lotus1－2－3　R2・l

J plus」を用いて開発した0

3　システムの構成・振作

（1）システムの構成

システムの構成は，図1に示すとおりであり，本システ

ムは，メニューファイル，4つの費用集計ファイル，そし

て労働時間集計ファイルの合計6ファイルから構成されて

いる。

これらのファイルの概要は次のとおりである。

1）メニューファイル

費用集計ファイルや労働時間集計ファイルの入力ファイ

ルやデータファイルを呼び出すもので，システム起動時に

自動的に呼び出されるファイルである。

2）費用集計ファイル

生産費を集計・分析するファイルで，生産費を集計する

作目にあわせて，次の4種校のファイルから1つを選択し

て入力する。なお，これらのファイルでは労働時間の集計

はできないので，労働費を入力する場合は，労働時間集計

ファイルにより労働時間集計後，労働費を入力する。

a．水稲費用．BAK

米・麦短・豆粒など，生産単位が60kg（俵）で集計する

作目の生産費を計算する場合に選択するo

b．野菜費Ffl．BAK

野菜など，生産単位が100kgで集計する作目の生産費を

計算する場合に選択する。

C．果樹費用．BAK

果樹・アスパラガス・ホップなど，成園になるまでの育

成費を要する作目の生産費を計算する場創こ選択するo

d．花き費用．BAK

花きのように生産単位が100本で集計する作目の生産費
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操　　 作　　　　　　 入　　 力　　 項　　 目

1　 入　 力

（l） 初期条件 （調査年次 ・栽培面積 ・生産量等）

（21 費用 （〔 〕内の数字は、入力可能項目数）

①種苗費 〔20 〕㊥ 肥料費 〔20 〕（参農業薬剤費 〔20〕④ 光熱動力費 〔20 〕

（彰その他の渚材料費 〔20 〕 ㊥ 水利費 〔20 〕⑦賃借料及び料金 （20 〕

㊥建物及び土地改良設備費 ：償却費 （30 〕・修繕費 〔12 〕

㊥園芸施設費 ：償却費 〔30 〕・修繕費及び購入補充費 目2〕

⑩農機具費 ：償却費 〔30〕・集合農貝 日0 〕・修繕費及び購入補充費 目2 】

㊥成園費 〔5〕⑯労働費　 ⑯地代　 ⑭資本利子

⑯流通経費 ： 出荷諸経費 〔8 ） ・手数料 〔5〕

2　 表示 ・印刷

①生産費集計表　 ㊤ 費目構成比円グラフ　 ④ 費用標準値比較グラフ

④ 労働時間集計表　 ¢）句別労働時間グラフ

3　 保　　 存

4　 呼び出し

5　 メニュー終了

6　 終　　 了

図1　システムの構成

を計算する場合に選択する。なお，スイセン球根のように

花きでも100kg単位で集計する作目の生産費を計算する場

合は，野菜費用ファイルを選択する。

3）労働時間集計ファイル（ファイル名：労働時間．

BAK）

労働時間を集計する場合に選択する。

（2）システムの操作

操作は，システム立ちしげ時に表示される独自のメニュー

により進める。操作項目の概要は表1に示すとおりである。

生産費を計算する場合．従来，手計算で行うと，集計・

分析に2～3日かかったが，「コストくん」を利用すると．

蓑1　「コストくん」操作概要

労働時間・BAK

操作・人力項目

1　入　　力

任）作業者名
㊥労働時間

2　表示・印刷

（亘）労働時間集
計表

橿）旬別労働時
間グラフ

3　保　　存
4　呼び出し
5　メニュー終了

6　終　　了

操作項目 操　　作　　内　　容

入　　　　力

び

表
印
保
呼
メ二ュ

終

示
刷
存
し
7
7

出
牒

初期条件，各費用，10a当り標準値，労働
時間等の入力表を画面に表示する。

各種集計表，グラフを画面に表示する
各種集計表，グラフをプリンタに出力する
入力したデータをフロッピーに保存する

入力ファイル・データファイルを呼び出す
メニューを終了し，入力モードに戻る

使用ソフトを終了し，MS－DOSに戻る

操作に慣れた人は1～2時間で入力が終了し，効率的に生

産費の計算ができる。
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